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環境経営方針 

基本理念 
 クロガネ工業株式会社は、地球環境保全が現代・未来に於いて、世

界中の人々の共通の最重要課題である事を認識し、当社の工場設備事

業が、環境保全製品等の製作を通して社会貢献出来るよう 

努めます。 

 

行動指針 
1. 二酸化炭素排出量、水使用量、廃棄物排出量の現状把握をし、削減目標値を 

設定してその削減に努めます。 

 

2. 備品及び工具類の購入はグリーン購入を推進し、化学物質の適正な管理に 

努めます。 

 

3. 環境関連の法令、条例を遵守し、地域の環境保全に努めます。 

 

4. 環境活動について、この方針を全社員に周知させる為に、社内教育を実施し、

全社員で環境管理システムの改善を図ることにより環境保全に取り組みます。 

 

5. 環境経営レポートを作成し社内外に公表します。 

2008 年 11 月 17 日 制定 

2019 年 11 月 22 日  改訂 

クロガネ工業株式会社 

代表取締役社長 

安井 祐樹 
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2.会社の概要・対象範囲 

 

事業者名         クロガネ工業株式会社 

代表者氏名        安井 滝男 

所在地          〒460-0012 愛知県名古屋市中区千代田三丁目 3番 12 号 

環境管理責任者氏名    安井 祐樹 

連絡先          052-331-8200 

創立年月日        昭和 22 年 9 月 5 日 

資本金          1,000 万円 

事業活動の内容 

 製缶溶接工事・諸機械製作修理・工場設備一式・タンク焼却炉・ダクト工事・設計施工 

 

事業の規模 

 2020 月年度 2021 年度 2022 年度 

員数 (人) 13 13 13 

床 面 積 (㎡) 工 場 495.50 ㎡ 

事務所 105.60 ㎡ 
← ← 

  

対象範囲 

全組織・全活動 
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エコアクション環境活動実施組織図

実施体制と役割分担表

推進委員長
代表取締役会長

安井滝男

環境管理責任者

安井祐樹

EA21事務局
天野久美子

製造部門 事務部門
推進委員 推進委員
貝森光男 天野久美子

人数 3人 4人 4人
※日本ガイシ小牧工場
管理下で活動を行う

役割分担

推進委員長 環境方針の制定
環境管理責任者の任命
環境管理活動に必要な資金提供
環境管理システムの見直し
環境活動レポートの承認

環境管理責任者 環境管理システムを構築・維持
環境管理システムの構築、運用状況を委員長に報告
環境活動レポートの取りまとめ
環境管理推進委員会を開催

EA21事務局 全体計画の立案
文章の作成・管理
一般教育の実施
システム運用上の事務管理

推進委員 部門の計画立案
作業教育の実施
実施状況の確認・記録

代表取締役社長

出張工事班
推進委員
渡邉直哉
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4.環境経営目標とその実績 

 

1 環境経営目標の決定 

 環境経営目標は 2008 年度を基準年として、毎年 1％ずつ削減に取り組んできました。 

 2017 年度以降は 2008 年度水準から 9％削減目標を設定します。 

★環境経営目標★
08年度の91%→

■売上百万円 単位 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
二酸化炭素 kg-CO2/百万円 122.9 122.9 122.9 122.9
　電気 kWh/百万円 151.1 151.1 151.1 151.1
　ガソリン ﾘｯﾄﾙ/百万円 32.4 32.4 32.4 32.4
　ガス m3/百万円 0.34 0.34 0.34 0.34
  灯油 ﾘｯﾄﾙ/百万円 5.28 5.28 5.28 5.28

水 m3/百万円 0.96 0.96 0.96 0.96

産業廃棄物 kg/百万円 0.48 0.48 0.48 0.48

2008年度の91%　→

2008年度の91%→

2008年度の91%　→
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★以下の 3項目は数値目標を設定せずに活動を行います。 

環境目標 項目 目標値 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 

グリーン購入の推進 エコマーク対象品 エコマーク製品の購入推進 

化学物質の適正管理 

少量危険物等管理 

（少量未満で保管） 

トルエン 

キシレン 

有害性の化学物質について、その種類・使用量・

保管量・使用方法・保管場所等の把握 

化学物質等安全データシート（SDS）の活用 

製作効率向上 

品質を保つ 

技術力 

無駄を省く 

個人指導の徹底・納期の実態把握、改善計画検討 

切断材料の再利用・図面に合わせて購入 

 

環境目標設定の基礎となった実績値は次の通りです。 

                         

過去のデータの把握
■実量 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
二酸化炭素 kg-CO2 13758.97 19129.11 15834.82 15625.25
　電気 kWｈ 13609.0 13902.0 13538.0 13574.0
　ガソリン ﾘｯﾄﾙ 2449 3198.2 3109 3274
　ガス m3 74 72 65 49
　灯油 ﾘｯﾄﾙ 600 800 840 620

水 m3 101 128 91 79

産業廃棄物 kg 398 650 520 390

※　CO2の排出係数は中電排出係 0.472kg/KWHで算出しております。

■売上百万円当 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
二酸化炭素 kg-CO2/百万円 149.5 123.6 180.6 228.2
　電気 kWh/百万円 147.8 106.5 154.4 197.9
　ガソリン ﾘｯﾄﾙ/百万円 26.6 24.5 35.4 47.7
　ガス m3/百万円 0.80 0.55 0.74 0.71
　灯油 ﾘｯﾄﾙ/百万円 6.50 6.13 9.58 9.04

水 m3/百万円 1.10 0.98 1.04 1.15

産業廃棄物 kg/百万円 0.39 0.50 0.59 0.57
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2 環境経営目標の達成状況（実績）  2022 年 9月 2 日  確認者 安井祐樹  記入者 天野  

■運用実績

■実量 単位
基準年度
(2008) 目標(9％減） 2022年度 評価

二酸化炭素 kg-CO2 23268.9 21174.7 17290.01 ○
　電気 kwh 16983 15454.5 15730.0 ✕
　ガソリン ﾘｯﾄﾙ 6126 5574.7 3802 ○

　ガス m3 64 58.2 53 ○
　灯油 ﾘｯﾄﾙ 1000 910 620 ○

水 m3 155 141.1 84 ○

産業廃棄物 kg 700 637 0 ○
 

売上 百万円 113.8

■売上百万円当 単位
基準年度
(2008) 目標(9％減） 2022年度 評価

二酸化炭素 kg-CO2/百万円 135.0 122.9 231.1 ×
　電気 kWｈ/百万円 98.6 151.1 210.2 ×
　ガソリン ﾘｯﾄﾙ/百万円 35.6 32.4 50.8 ×
　ガス m3/百万円 0.37 0.34 0.71 ×
　灯油 ﾘｯﾄﾙ/百万円 5.8 5.28 8.29 ×

水 m3/百万円 090 0.96 1.12 ×

産業廃棄物 kg/百万円 0.53 0.48 0 〇

  

※CO2 の排出係数は中電排出係数 0433 ㎏-CO2/KWH で算出しております。（2022 年） 
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5.環境経営計画の内容

目標 実施内容 実施期間 評価

電気使用量の削減 冷房２８℃、暖房20°Cに設定 2022年1月から12月
昼休みの消灯
不要点灯の抑制
エア洩れチェック 全員 ○
適切なメンテナンス・配線の整備
節電シールの表示 (中部電気保安協会
省エネ型に変更 点検も有り）
蛍光灯、反射板の清掃

ガソリン使用量の削減 アイドリングストップ 2022年1月から12月
計画配車、ふかし運転禁止
経済速度での運転 運転担当 ○
　　（急発進、急加速、急ブレーキの禁止）

ガス使用量の削減 年中、麦茶を沸かす事にした。 2022年1月から12月
沸騰したらすぐに火を消すようにする。 事務担当 ○
湯沸し器の湯を出しっぱなしにしない。 工場

灯油使用料の削減 席を長く離れる時はストーブを消す。 2022年1月から12月
仕事場の周りを囲み燃焼効率を上げる。 全員 ○

水使用量の削減 水漏れのチェック（第1月曜にチェック表記入） 2022年1月から12月
水の出しっぱなしなど日常的な節水の徹底
溶接機の冷却水 全員 ○
　　（ON.OFF切替、こまめにする）
コロナの影響で手洗いが増え削減は難しい。

コピー紙使用量の削減 グリーン購入品の促進 2022年1月から12月
両面コピーの徹底
必要に応じ回覧・掲示ですます 事務担当 ○
メールの活用　（社内外問わず増やす）
裏紙利用

一般廃棄物の削減 ダンボール・新聞紙 2021年1月から12月
缶・瓶・プラスチック・雑誌等
　　（地域回収に出す） 全員 ○
分別の徹底

金属くず 業者委託 2022年1月から12月
工場 ○

産業廃棄物 砥石カス・ガラスくず・汚れたブルーシート 2022年1月から12月
汚れたシート・プラスチック類 工場・工事班 ○
　　（産廃業者委託）

グリーン購入の促進 エコマーク製品の購入を推進する 2022年1月から12月
今年度購入品の検討・実施 事務担当 ○

化学物質の適正管理 有害性の化学物質について、その種類、 2022年1月から12月
使用量、保管量、使用方法、保管場所等を 工場・工事班 ○
把握する

製作効率の向上 技術力の向上・資格の取得 2022年1月から12月
納期短縮・改善計画検討 工場・工事班 ○
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6.環境経営計画の取組結果の評価及び次年度の取組内容       

              2023 年 2月 16 日 安井祐樹・貝森・天野 

項目 取組結果 次年度の取組内容 評価 

【電気使用量】 

冷房 28℃、暖房 20℃に設定 

 

機械が増えたため 2008 年

を基準年とし、今後は現状

維持を目指す。実量は目標

達成した。コロナの影響で

売上げが大きく減少した

ため、売上げ当りの目標は

達成出来なかった。節電の

意識は向上している。 

 

温度設定を守り扇風機等 

利用して効率をよくし、節

電を心掛ける。 

LED 電球への付け替え検討

中。 

○ 

昼休みの消灯・不要点灯の

抑制 
○ 

照明器具の間引き点灯 ○ 

エア漏れチェック 

  

エア漏れは無かったこと

が確認できた。 

機器類は、始業前点検等を

励行した。  

月曜日の始業前に機器点

検を実施し、異常発生時に

は速やかに報告し修理を

手配する。 

○ 

適切なメンテナンス ○ 

節電シールの表示 主要な箇所の電灯スイッ

チについては「節電」のシ

ールを貼り付けた。  

汚れたシールの清掃、 

張替え等を実施して行く。  

 

○ 

省エネ型に変更  蛍光等スタンドをLEDに変

更した。  

今後も該当品については

順次、省エネ品を採用して

いく。古い電気工具などは

買換えを検討する。 

○ 

蛍光灯、反射板の清掃 年末大掃除などで実施済。 
○ 

【ガソリン使用量】 

アイドリングストップ 

不要荷持の積載点検 

経済速度での運転 

 

経済運転は励行されてい

る。 

実量で目標達成した。 

 

 

今後も経済運転を心掛け

る。 

 

 

○ 

 

【水使用量の削減】 

水漏れのチェック 

水の出っ放しを無くし、日

常的な節水徹底 

溶接機の冷却水 

(こまめに ON/OFF) 

 

水漏れのチェック等で節

水意識も高まり実量使用

料は減少したが、売上げ当

りは使用量が少ないため

目標達成は難しい。 

 

月曜日の始業前に 

チェックを実施して行く。 

現状維持を目指す。 

 

 

 

○ 

 

 

 

【コピー紙使用量削減】 

グリーン購入品の促進 

両面コピー 

必要に応じて回覧・掲示で

済ます 

メールの活用  

 

再生紙(マーク付)コピー

紙を購入済 

両面コピーの実施 

社内外、共に増えている。 

 

今後も継続していく。 

 

 

○ 

 

【一般廃棄物】 

ダンボール、新聞紙 

缶・びん・プラスチック・

雑誌等、資源回収に出す 

 

重さを量って資源回収に 

出している。 

ダンボールは工場で再利

用もしている。 

 

一般廃棄物・産業廃棄物と

もに法令順守に則り洩れ

なく管理(契約書、マニュ

フェスト等)していく。 

 

○ 



 

環境経営レポート Vol.1 2022 年 1 月～12 月版 

 

クロガネ工業株式会社 

 
9 /11

【産業廃棄物】 

金属くずは業者委託により

リサイクル 

砥石・ガラスくずは産廃業

者委託 

 

廃棄物処理業者との委託

契約書は書面で締結され

ており添付されている許

可証の有効期間も有効期

間内である。 

 

年1回の定期的な順守評価

をしていく。 

  

 

 

○ 

【グリーン購入】 

グリーン購入品の調査 

今年度購入品の検討実施 

環境ラベルを意識し、商品

を購入する際、カタログ等

を取り寄せ参考にしてい

る。 

環境ラベル付き商品を 

意識して購入して行く。 

 

○ 

教育訓練  マンツーマンで技術訓練

をしている。 

今後は社外での講習も考

えていく。 

 

○ 

緊急事態訓練 防災訓練を 2022 年 10 月 

12 日（水）に実施した。 

地震に備える訓練 

事務所、工場の整理整頓を 

さらに進める。落下物を固

定するよう各持場に指示

をした。 

 

○ 

実施体制 実施体制はかなり浸透し、

エコ活動の意識が高まっ

たと思われる。 

引き続き各自の立場で 

取り組んでいく。 

 

○ 

その他  社内提案が出され、各所で

改善が見られた。 

 

月曜日の朝礼で話し合い、 

提案書にて提出し実行し

て行く。 

 

○ 

遵法評価 

 ※詳細は法規制登録簿参

照 

廃棄物処理業者との委託

契約書は書面で締結され

ており添付されている許

可証の有効期間も有効期

間内である。 

毎年、順守評価を実施す

る。 

 

○ 

化学物質の適正管理 対象製品の SDS を取り寄

せ、管理している。 

 

有害性の化学物資は、適正

管理に務めていく。 

 

 

○ 

製作効率の向上 技術力の向上のためマン

ツーマンで指導。 

必要な資格の取得をめざ

す。 

マニュアル等を作り指導

していく。 

 

○ 

【ガス使用量の削減】 

湯沸し器・ガスコンロ 

 

温度設定を下げ節約に 

心掛ける。 

 

湯の出しっぱなしをしな

い、節約の意識を持つ。 

 

 ○ 

【灯油使用量の削減】 

 

灯油ストーブの依存度が 

高く削減が難しい。 

工場入り口にカーテンを

つけ、仕事場の周りを囲み

断熱効果を高める。 

 

 ○ 
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7.環境関連法規の順守状況 

環境関連順法性評価 

                環境関連法規等遵守評価表 

           作成・評価日：2023 年 2 月 16 日  作成者及び遵守評価者：天野・安井祐樹 

適用法規 該当設備施設 法規の要求事項 評価結果

廃棄物処理及び清掃に ［排出事業者として］ 保管場所表示、保管基準の順守 〇

関する法律 ・一般廃棄物 運搬・処分業者との委託契約 〇

（紙ごみ） マニフェストの交付・回収 〇

・産業廃棄物

（砥石くず等） マニフェスト交付状況の報告 〇

振動規制法 空気用圧縮機 3.70kw 振動基準の遵守 〇

（該当せず）

騒音規制法 上記に同じ 騒音基準の遵守 〇

高圧ガス保安法 酸素・アルゴン・ 取り扱い遵守 〇
アセチレン

毒物・劇物取締法 シンナー・さび止め 保管管理の徹底 〇

（トルエン・キシレン）

名古屋市産業廃棄物等の 産業廃棄物の運搬・処分業者の 〇

適正な処理及び資源化の 産業廃棄物 定期的な確認

促進に関する条例

市民の健康と安全を確保 振動・騒音

する環境保全に関する条 自動車の運転 アイドリングストップ 〇

例

リサイクル法 パソコン ⾧期使用、再生資源の努力義務、 〇

適正処理

家電リサイクル法 テレビ・エアコン・ 買換時リサイクル料負担、 〇

冷蔵庫・洗濯機 適正処理

自動車リサイクル法 車検又は買換時リサイクル料負担、 〇

適正処理

フロン排出抑制法 業務用エアコン 3か月ごとの簡易点検 〇

委託確認書、引取証明書の保存 ・3年間  

  

［環境関連法規への違反、訴訟等の有無］   

環境関連法規に対する遵守状況は、確認・調査したところ、違反はなく、全て適合

しております。また、関係当局より違反等の指摘、訴訟は過去 3年間ありません。 
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8.代表者による全体評価と見直し 

                                2023 年 2月 20 日 

                                代表者 安井祐樹 

項目 所見 指示事項 

電気 実量、売上げ当りの値が、ともに目標値を超

えてしまった。電気を使用する作業案件が多

かったことが要因と思われる。 

不要点灯の抑制や待機電力の削減など節電

の活動はよく出来ている。 

エアコンの時に扇風機を併用して空気の循環を

促す。節電を継続して活動する。また、電気溶

接機は出来るだけメインスイッチを切り、待機

電力を減らす。夏場のスポットクーラーは、席

を離れる際は電源を切る。 

ガソリン 実量は目標値を達成出来た。経済運転を心掛

けている。 

急発進や急ブレーキなどしない経済運転を継続

する。 

ガス 売上げ当りの目標値に届かなかった。主に温

水器に使用しており、特に冬場は使用量が多

くなる。 

手洗いは重要な事であるので、必要な量を使用

し節約に努める。 

灯油 使用用途が冬場の暖房のため、なかなか削減

することが難しい。その中でも長時間の離席

する時は暖房器具を消すことが大切である。 

長時間、席を離れる際は灯油ストーブを消す。 

水 実量は減少したが、売上当たりは目標値に届

かなかった。機器の水漏れ点検は実施できて

いる。 

機器の冷却水の水漏れ点検を継続する。手洗い

時などの節水を心掛ける。 

産業 

廃棄物 

処理のタイミングによって、今回は無しとな

った。 

仕事の内容により廃棄物の量は大きく影響され

る。その中で計測した実量を知ることにより、

作業内容の改善や検討に繋げていく。 

 

総合評価 
実量において、電気を除いた項目で目標値を達成することが出来た。売上げ当りの目標値は、

産業廃棄物を除いた項目で達成することが出来なかった。これはコロナ禍における売上げの減

少が大きく影響している。売上げの回復と共に環境目標の達成にも注視していきたい。 

昨今の世界情勢により物価やエネルギー資源の高騰が進んでいる。社内では、当たり前のよ

うに使用している電気やガソリンなどの資源について、使い方の見直しやこまめな節約を心掛

ける声があがった。 

2023 年度の目標値は基準年度の数値を基に 9％減と設定した。今までの活動は、今後も継続

していく。作業方法の見直しをすることで廃棄物の削減できないか、製作方法の検討により作

業の効率を上げることによって、電気の使用量の削減ができないかなど検討していきたい。 

 なお環境経営方針等環境経営システムは見直しの結果、変更はしない。 

 

 


